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会 議 録 

  

１ 会議名 

  令和３年度第４回大島区地域協議会 

２ 議題（公開） 

 １ 諮 問 

  ⑴ 上越市過疎地域持続的発展計画（案）について 

 ２ その他 

  ⑴ 第５回地域協議会の開催日について 

３ 開催日時 

  令和３年８月１１日（水）午後２時から２時２５分まで 

４ 開催場所 

  大島就業改善センター３階 大会議室 

５ 傍聴人の数 

  ２人 

６ 非公開の理由 

  － 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

  ・委 員：飯田敏郎、内山信、内山元栄、武江一義、武田昌午、中村朝彦、丸田新一、

丸田松男、𠮷野健治 

  ・大島区総合事務所：小林所長、岩野次長、小林市民生活・福祉グループ兼教育・文

化グループ長、総務・地域振興グループ 髙橋班長、佐藤主任 

  ・自治・地域振興課：田中課長、東條副課長、岡村係長 

 

８ 発言の内容 

 【丸田会長】 

  ・会議の開会を宣言 

  ・挨拶 

  ・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告。 
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  ・本日の会議録の確認は委員番号３番の飯田敏郎委員にお願いする。 

 【飯田（敏）委員】 

  ・了承 

 【丸田会長】 

・諮問事項（１）上越市過疎地域持続的発展計画（案）について、事務局に説明を求

める。 

 【岩野次長】 

  ・所管課である自治・地域振興課から説明させていただく。 

【田中課長】 

  ・資料№１及び参考資料に沿って、計画（案）について説明。 

【丸田会長】 

  ・諮問事項（１）について、質疑を求める。 

【丸田（松）委員】 

 ・参考資料に過疎対策事業債の発行が可能となる支援措置等が継続され、その有効期

限は 10年間と記載されている。毎年度の実績調査により、計画の見直しがされると

思うが、例えば、２年に１回、５年に 1 回のように計画の見直しの予定はどのよう

になっているか。 

 【田中課長】 

  ・何年何月に見直しをするとは決めていないが、先ほど説明したとおり、上越市第７

次総合計画や次期財政計画等の策定を踏まえ、計画の見直しをする予定である。 

 【飯田（敏）委員】 

  ・様々な施策があるが、過疎地域に一番足りないのは人。計画（案）の２０ページに

移住・定住や地域間の交流促進について記載されているが、私はこれが一番大事だ

と思う。 

  ・十日町市は、地域おこし協力隊や移住者がかなりいる。上越市でも地域おこし協力

隊の導入を進めているが、もっと地域間でＰＲして多くの人を受け入れて、人を増

やすことが過疎地域にとっては元気になることである。 

  ・私は移住者を増やす施策を重点的に取り組んでいくべきであると思うがどうか。 

 【田中課長】 

  ・移住・定住の施策が人口の増加に寄与するものと認識している。 
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  ・上越市でも、地域おこし協力隊を配置している。地域にとって協力隊が必要かどう

かを地域の皆さんに考えてもらい、必要ということであれば、地域と協議しながら

計画するという流れで配置している。 

  ・今後も協力隊を配置したいという意向があれば、一緒になって検討していく。 

  ・移住・定住は過疎対策において重要である。移住・定住を促進するためには、上越

市全体の魅力を発信していくことが必要であり、また、過疎地域を持続していくた

めには、特定の施策というよりも関連する全ての政策分野の取組が必要という考え

で、計画（案）はそれらの政策分野を登載した。 

 【丸田会長】 

  ・他に質疑を求めるもなし。 

  ・上越市過疎地域持続的発展計画（案）について、次回の地域協議会で答申する。 

   （自治・地域振興課 退出） 

  ・その他（１）第５回地域協議会の開催日について、第３回地域協議会で決定したと

おり、９月３日（金）、時間は午後２時から開催としたいが、それでよいか。 

   （「はい」の声） 

  ・他に発言を求めるもなし。 

  ・それでは、以上をもって第４回地域協議会を閉会する。 

 

９ 問合せ先  

  大島区総合事務所総務・地域振興グループ ℡：025-594-3101（内線 61） 

                      E-mail：oshima-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

  別添の会議資料も併せてご覧ください。 
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